セッキャク　サービス　ロウドウ　ノ　ロウドウ　カテイ : スズキ　カズオ　シ　ノ　ショロンコウ　ノ　ケントウ by 飯盛, 信男 et al.
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
過
程
｜
鈴
木
和
雄
氏
の
諸
論
稿
の
検
討
｜
飯
盛
信
男
本
誌
四
二
巻
六
号
の
拙
論
「
複
雑
労
働
還
元
問
題
と
サ
ー
ビ
ス
労
働
」
で
は
、
熟
練
形
成
に
投
入
さ
れ
た
教
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
力
に
対
象
化
さ
れ
て
価
値
を
形
成
し
、
そ
の
熟
練
の
価
値
は
生
産
活
動
に
応
じ
て
生
産
物
に
移
転
さ
れ
る
と
い
う
説
を
唱
え
た
森
田
成
也
氏
の
著
作
に
検
討
を
加
え
た
。
そ
し
て
、
本
誌
四
三
巻
二
号
の
拙
論
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
と
労
働
力
商
品
の
擬
制
性
」
で
は
、
森
田
説
の
前
提
を
提
供
し
た
斎
藤
重
雄
氏
ら
の
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
」
を
批
判
し
た
。
斎
藤
説
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
に
対
象
化
さ
れ
て
労
働
力
を
生
産
す
る
の
で
あ
り
、
人
間
は
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
対
象
で
あ
り
そ
の
結
果
が
労
働
力
と
い
う
生
産
物
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
論
争
の
新
た
な
流
れ
と
し
て
、
労
務
管
理
・
経
営
労
務
の
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
独
自
性
を
検
討
し
て
い
る
鈴
木
和
雄
氏
の
一
連
の
論
稿
を
検
討
す
る
。
鈴
木
氏
の
強
調
点
は
、
接
客
労
働
の
三
極
関
係
論
す
な
わ
ち
接
客
労
働
過
程
で
は
管
理
者
対
労
働
者
に
顧
客
が
加
わ
っ
た
三
極
関
係
が
展
開
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
接
客
労
働
の
三
極
関
係
論
も
ま
た
森
田
説
、
斎
藤
説
と
同
じ
く
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
人
間
へ
の
対
象
化
と
い
う
誤
っ
た
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
鈴
木
説
の
問
題
点
を
も
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
鈴
木
氏
が
経
営
労
務
・
労
務
管
理
の
視
点
か
ら
指
摘
し
た
接
客
労
働
の
特
性
の
多
く
は
、
す
で
に
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
分
野
で
説
か
れ
て
い
た
こ
と
を
み
る
。
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も
く
じ
第
一
節
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
?１
?
鈴
木
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
関
連
の
論
稿
?２
?
鈴
木
説
の
三
つ
の
構
成
部
分
?３
?
鈴
木
氏
の
問
題
意
識
第
二
節
鈴
木
氏
に
よ
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
論
の
展
開
?１
?
三
極
関
係
論
?２
?
感
情
労
働
論
?３
?
労
働
移
転
論
第
三
節
鈴
木
説
の
問
題
点
?１
?
人
間
を
労
働
対
象
・
原
料
と
み
な
す
説
の
誤
り
?２
?
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
の
不
整
合
?３
?
対
人
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
零
細
自
営
業
が
多
い
?４
?
社
会
的
再
生
産
と
階
級
関
係
の
視
点
第
四
節
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
な
か
で
の
議
論
?１
?
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
?２
?
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
〔
追
記
〕
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第
一
節
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
?１
?
鈴
木
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
関
連
の
論
稿
鈴
木
和
雄
氏
の
サ
ー
ビ
ス
労
働
論
は
、
物
財
生
産
労
働
と
は
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
統
制
・
管
理
を
対
象
と
す
る
が
、
人
間
を
対
象
と
し
た
人
的
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
し
た
労
働
過
程
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
鈴
木
氏
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
労
働
論
関
係
の
論
文
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
感
情
労
働
と
労
務
管
理
、『
弘
前
大
学
経
済
研
究
』
二
一
号
（
一
九
九
八
年
）
②
労
働
過
程
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
感
情
労
働
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、『
弘
前
大
学
人
文
社
会
論
叢
社
会
科
学
編
』
一
号
（
一
九
九
九
年
）
③
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
統
制
（
上
）、『
弘
前
大
学
経
済
研
究
』
二
二
号
（
一
九
九
九
年
）
④
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
統
制
（
下
）、
同
前
、
二
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
⑤
接
客
労
働
の
統
制
構
造
｜
初
期
デ
パ
ー
ト
に
お
け
る
労
働
統
制
の
諸
問
題
（
上
）、
同
前
、
二
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
⑥
接
客
労
働
の
統
制
構
造
（
下
）、
同
前
、
二
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
⑦
接
客
労
働
の
統
制
と
感
情
労
働
論
、
労
働
科
学
研
究
所
『
労
働
の
科
学
』
五
七
巻
八
号
（
二
〇
〇
二
年
）
⑧
労
働
移
転
｜
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
経
験
、『
弘
前
大
学
経
済
研
究
』
二
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
⑨
感
情
管
理
と
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
統
制
、『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
五
六
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
⑩
労
働
移
転
論
が
提
起
す
る
も
の
、『
ア
ソ
シ
エ
21
』
一
一
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
?
接
客
労
働
の
統
制
方
法
、
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
?
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
過
程
論
の
展
望
、『
唯
物
論
研
究
』
一
〇
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
?
接
客
労
働
の
三
極
関
係
、『
経
済
理
論
』
四
七
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
接客サービス労働の労働過程
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こ
れ
ら
13
の
論
稿
の
う
ち
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
?
、
?
、
?
は
、「
接
客
労
働
の
三
極
関
係
論
」、
①
、
②
、
⑦
、
⑨
は
「
感
情
労
働
論
」、
⑧
、
⑩
は
「
労
働
移
転
論
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
論
稿
の
う
ち
最
新
の
?
は
、
こ
の
三
つ
の
構
成
部
分
を
概
括
的
に
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
説
得
力
あ
る
論
文
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
を
み
て
み
よ
う
。
?２
?
鈴
木
説
の
三
つ
の
構
成
部
分
鈴
木
氏
の
論
文
?
で
は
、
鈴
木
説
の
三
つ
の
構
成
部
分
が
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
?
接
客
労
働
の
三
極
関
係
?
に
つ
い
て
接
客
労
働
（Interactive Service W
ork
）
が
製
造
業
な
ど
の
生
産
労
働
と
区
別
さ
れ
る
最
大
の
特
徴
は
、
労
働
過
程
の
労
働
対
象
が
顧
客
あ
る
い
は
消
費
者
と
な
る
点
に
あ
る
。
接
客
労
働
者
が
顧
客
に
対
し
て
働
き
か
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
労
働
者
と
顧
客
の
相
互
行
為
（interaction
）
の
形
を
と
る
。
そ
こ
で
労
働
過
程
へ
の
参
加
者
の
関
係
は
、
製
造
業
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
管
理
者
（
雇
主
）、
労
働
者
の
二
極
関
係
で
は
な
く
、
顧
客
が
付
け
加
わ
っ
た
管
理
者
、
労
働
者
、
顧
客
の
三
極
関
係
と
な
る
（
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
）。
そ
こ
で
接
客
労
働
過
程
で
は
、
管
理
者
、
労
働
者
、
顧
客
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
互
い
に
他
の
二
者
に
対
抗
し
て
自
分
の
利
害
を
追
求
す
る
の
で
、
複
雑
な
関
係
が
展
開
さ
れ
る
（
論
文
?
、
七
四
｜
七
五
ペ
ー
ジ
）。
?
感
情
労
働
論
?
に
つ
い
て
接
客
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
の
主
体
性
の
分
析
、
接
客
労
働
者
の
統
制
過
程
の
分
析
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
Ａ
・
Ｒ
・
ホ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
が
創
造
し
た
「
感
情
労
働
」（em
otional labor
）
の
概
念
が
不
可
欠
で
あ
る
。
接
客
労
働
者
は
顧
客
に
対
し
会
社
の
利
益
に
つ
な
が
る
良
い
印
象
を
与
え
る
た
め
に
感
情
操
作
技
術
を
強
要
さ
れ
て
お
り
、
工
場
労
働
者
が
肉
体
を
会
社
の
た
め
に
疎
外
す
る
の
と
同
じ
く
、
接
客
労
働
者
（
感
情
労
働
者
）
は
感
情
を
会
社
の
た
め
に
疎
外
す
る
（
?
七
六
｜
七
七
ペ
ー
ジ
）。
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?
労
働
移
転
論
?
に
つ
い
て
賃
金
労
働
者
が
有
償
労
働
と
し
て
行
っ
て
い
た
労
働
が
、
顧
客
の
側
に
移
転
さ
れ
て
、
顧
客
が
行
う
無
償
労
働
に
転
換
さ
れ
る
過
程
（
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
化
）
を
、
Ｎ
・
Ｙ
・
グ
レ
イ
ザ
ー
は
「
労
働
移
転
」（w
ork transfer
）
と
呼
ん
だ
。
労
働
移
転
に
よ
っ
て
低
賃
金
女
性
労
働
者
の
労
働
が
家
庭
内
主
婦
労
働
に
移
転
さ
れ
れ
ば
両
者
の
対
立
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
分
析
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
点
が
不
可
欠
と
な
る
。
労
働
移
転
論
は
、
有
償
労
働
と
無
償
労
働
と
の
分
割
の
固
定
化
に
対
す
る
有
力
な
反
論
と
な
り
、
労
働
概
念
の
再
検
討
を
迫
る
も
の
と
な
る
（
?
七
九
｜
八
〇
ペ
ー
ジ
）。
?３
?
鈴
木
氏
の
問
題
意
識
鈴
木
和
雄
氏
の
専
門
分
野
は
労
働
過
程
論
・
労
働
者
統
制
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
氏
の
研
究
成
果
は
『
労
働
過
程
論
の
展
開
』（
学
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
Ｈ
・
ブ
レ
イ
ヴ
ァ
マ
ン
『
労
働
と
独
占
資
本
』（
原
著
、
一
九
七
四
年
）
の
刊
後
以
後
、
こ
の
著
作
に
対
す
る
諸
批
判
を
中
心
に
欧
米
で
高
ま
り
を
み
せ
た
労
働
過
程
論
の
展
開
を
、
労
働
者
統
制
シ
ス
テ
ム
（
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム
）を
め
ぐ
る
議
論
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る（
同
、
五
ペ
ー
ジ
）。
本
書
の
巻
末
で
は
現
代
の
労
働
者
統
制
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
、
現
代
の
大
企
業
職
場
に
お
い
て
一
般
的
な
労
働
者
統
制
形
態
で
あ
る
官
僚
制
的
統
制
シ
ス
テ
ム
は
、
強
制
に
も
と
づ
く
統
制
関
係
で
は
な
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
と
づ
い
て
労
働
者
の
同
意
を
ひ
き
だ
す
統
制
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
が
協
調
的
労
資
関
係
の
定
着
を
可
能
と
し
た
（
同
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
、
二
九
四
ペ
ー
ジ
）。
二
、
現
代
の
統
制
関
係
は
、
生
産
技
術
の
面
か
ら
の
統
制
で
は
な
く
、
職
場
の
社
会
的
生
産
組
織
に
よ
る
統
制
に
力
点
を
置
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ヴ
ァ
マ
ン
を
含
む
マ
ル
ク
ス
派
の
こ
れ
ま
で
の
労
働
過
程
研
究
は
、
生
産
技
術
に
よ
っ
て
労
働
の
在
り
方
が
決
定
さ
れ
る
側
面
を
あ
ま
り
に
強
調
し
す
ぎ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
職
場
組
織
の
構
造
に
よ
る
統
制
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
側
面
が
あ
る（
同
、
二
九
五
ペ
ー
ジ
）。
三
、
現
代
の
統
制
は
、
作
業
方
法
や
作
業
サ
イ
ク
ル
の
終
接客サービス労働の労働過程
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了
時
間
と
い
っ
た
直
接
的
な
肉
体
的
動
作
や
ス
ピ
ー
ド
に
か
か
わ
る
側
面
を
こ
え
て
、
ま
す
ま
す
労
働
者
の
精
神
面
や
心
理
面
、
ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
に
お
よ
ぶ
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
生
産
技
術
を
中
心
に
統
制
を
み
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
で
は
、
精
神
的
・
心
理
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
制
を
統
制
方
法
の
発
展
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
、
二
九
五
ペ
ー
ジ
、
二
九
六
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
が
『
労
働
過
程
論
の
展
開
』
の
結
論
で
あ
り
以
上
の
結
論
を
ふ
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
統
制
構
造
の
独
自
性
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
労
働
過
程
論
を
生
産
技
術
の
側
面
か
ら
の
み
?
察
す
る
方
法
や
、
労
働
者
を
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
の
み
動
機
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
仮
定
す
る
方
法
は
、
統
制
方
法
の
展
開
史
の
観
点
か
ら
は
む
し
ろ
、
テ
ー
ラ
ー
的
段
階
に
し
か
達
し
て
い
な
い
理
解
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
革
新
が
困
難
な
セ
ク
タ
ー
、
た
と
え
ば
サ
ー
ビ
ス
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
統
制
で
は
、
精
神
的
、
心
理
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
か
ら
の
統
制
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
産
業
構
造
か
ら
み
て
サ
ー
ビ
ス
セ
ク
タ
ー
が
ま
す
ま
す
比
重
を
高
め
て
き
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
こ
の
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
統
制
関
係
に
注
意
を
は
ら
わ
な
い
労
働
過
程
研
究
は
あ
き
ら
か
に
限
界
を
も
つ
も
の
で
あ
る
」（
同
、
二
九
六
ペ
ー
ジ
）。
第
二
節
鈴
木
氏
に
よ
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
論
の
展
開
第
一
節
で
掲
げ
た
鈴
木
氏
の
最
近
の
諸
論
稿
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
米
国
の
社
会
学
分
野
で
展
開
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
特
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
紹
介
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
氏
じ
し
ん
の
主
張
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
、
三
つ
の
構
成
部
分
に
分
け
て
具
体
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
よ
う
。
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?１
?
三
極
関
係
論
鈴
木
氏
は
論
文
⑤
、
⑥
で
、
Ｓ
・
ベ
ン
ソ
ン
『
対
抗
文
化
｜
ア
メ
リ
カ
の
デ
パ
ー
ト
に
お
け
る
セ
ー
ル
ス
ウ
ー
マ
ン
、
管
理
者
、
顧
客
、
一
八
九
〇
｜
一
九
四
?１
?
〇
』
?一
九
八
六
年
）
に
依
拠
し
て
、
生
成
期
に
あ
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
統
制
構
造
が
う
み
だ
し
た
諸
問
題
を
?
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
接
客
労
働
の
三
極
関
係
論
に
も
と
づ
い
た
分
析
が
示
さ
れ
て
い
る
。
論
文
③
、
④
は
、
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
『
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
ー
?２
?
ク
』
?一
九
九
三
年
）
を
中
心
に
、
接
客
労
働
の
三
極
関
係
を
?
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
がinteractive service w
ork
（
直
訳
す
れ
ば
相
互
行
為
的
サ
ー
ビ
ス
労
働
）
と
呼
ぶ
も
の
に
「
接
客
労
働
」
の
訳
語
を
当
て
て
い
る
。
こ
の
著
作
の
な
か
で
ラ
イ
ド
ナ
ー
は
、
接
客
労
働
で
は
顧
客
が
「
労
働
過
程
の
原
料
」
と
な
り
顧
客
が
労
働
過
程
で
「
労
働
対
象
」
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
接
客
労
働
の
生
産
労
働
と
区
別
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
鈴
木
③
三
ペ
ー
ジ
）。
接
客
労
働
の
労
働
過
程
で
の
統
制
関
係
は
管
理
者
、
労
働
者
に
顧
客
が
加
わ
っ
た
三
極
構
造
と
な
り
、
そ
こ
で
は
労
使
の
利
害
対
立
は
あ
い
ま
い
と
な
り
、
あ
る
い
は
顧
客
と
労
働
者
と
の
利
害
対
立
に
な
る
と
い
う
別
の
様
相
が
現
れ
る
。
接
客
労
働
で
は
、
企
業
よ
り
の
労
働
者
意
識
と
協
調
的
労
使
関
係
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
生
産
職
務
（
二
極
関
係
）
に
お
け
る
よ
り
は
る
か
に
高
い
こ
と
に
な
る
（
④
五
六
ペ
ー
ジ
）と
鈴
木
氏
は
結
論
す
る
。
他
方
で
鈴
木
氏
は
、
論
文
?
で
は
、
接
客
労
働
者
は
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
重
視
を
理
由
に
管
理
者
の
統
制
に
抵
抗
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
じ
く
顧
客
の
立
場
に
た
つ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
訴
え
る
こ
と
で
、
消
費
者
団
体
と
連
携
し
て
抵
抗
戦
線
を
構
築
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
る
（
?
八
六
ペ
ー
ジ
）。
注
?１
?S.P
.B
enson,C
ounter C
ultures:Salesw
om
en,M
anagers,and C
ustom
ers in A
m
erican D
epartm
ent Stores,1890
?1940.
U
niversity of Illinois P
ress.1986.
?２
?R
.L
eidner,F
ast F
ood,F
ast T
alk:U
niversity of C
alifornia P
ress.1993.
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?２
?
感
情
労
働
論
鈴
木
論
文
①
は
、
Ａ
・
Ｒ
・
ホ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド
の
先
駆
的
著
作
『
管
理
さ
れ
?３
?
る
心
』（
原
著
、
一
九
八
三
年
）
に
み
ら
れ
る
感
情
労
働
（E
m
otional L
abor
）に
つ
い
て
の
分
析
を
検
討
し
て
い
る
。
本
書
で
は
飛
行
機
添
乗
員
と
債
権
取
立
人
の
感
情
労
働
が
事
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
氏
は
本
書
を
、「
接
客
職
務
に
お
け
る
労
働
者
の
感
情
管
理
を
め
ざ
す
試
み
を
、
自
覚
的
に
追
求
し
た
先
駆
的
業
績
」
（
①
五
七
ペ
ー
ジ
）と
評
価
す
る
。
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
感
情
労
働
の
概
念
は
…
…
接
客
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
の
主
体
性
の
分
析
に
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
」（
?
七
七
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
阿
部
浩
之
氏
に
よ
れ
ば
、「
対
人
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
特
性
を
?
究
す
る
目
的
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
感
情
労
働
の
議
論
は
、
労
働
者
の
人
格
と
密
着
し
た
労
働
力
な
る
商
品
が
ど
の
よ
う
な
特
性
を
も
つ
か
、
そ
し
て
労
働
力
商
品
が
、
資
本
の
下
で
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
機
能
し
て
い
く
の
か
を
解
明
し
て
ゆ
く
豊
か
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。」（
経
済
理
論
学
会
『
経
済
理
論
』
四
七
巻
二
号
「
感
情
労
働
論
」、
二
〇
一
〇
年
、
七
四
ペ
ー
ジ
）。
感
情
労
働
論
は
社
会
学
分
野
で
の
議
論
で
あ
り
、
企
業
内
の
労
働
過
程
、
職
場
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
再
生
産
の
な
か
で
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
位
置
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
と
は
次
元
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小
論
で
は
た
ち
い
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
注
?３
?A
.R
.H
ochschild,T
he M
anaged H
eart:C
om
m
ercialization of H
um
an F
eeling.U
niversity of C
alifornia P
ress,1983.
『
管
理
さ
れ
る
心
｜
感
情
が
商
品
に
な
る
と
き
』
石
川
准
訳
・
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
〇
年
?３
?
労
働
移
転
論
鈴
木
論
文
⑧
、
⑩
は
、
Ｎ
・
Ｙ
・
グ
レ
イ
ザ
ー
の
著
書
『
女
性
の
有
償
労
働
と
無
償
?４
?
労
働
』（
一
九
九
三
年
）
で
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
セ
ル
フ
化
の
事
例
研
究
に
依
拠
し
て
、
労
働
移
転
（w
ork transfer
）
が
は
ら
む
問
題
を
?
察
し
て
い
る
。
セ
ル
フ
化
は
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た
ん
な
る
労
働
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
一
般
的
理
由
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
顧
客
変
動
へ
の
対
応
か
ら
も
生
じ
て
い
る
こ
と
、
顧
客
行
動
の
制
御
困
難
を
店
員
労
働
を
省
く
か
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
、
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
労
働
移
転
は
、
結
果
と
し
て
、
失
業
を
め
ぐ
る
有
償
労
働
者
間
の
対
立
、
有
償
労
働
者
と
顧
客
と
の
対
立
を
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
内
対
立
と
し
て
ひ
き
お
こ
し
、
労
働
の
不
熟
練
化
、
パ
ー
ト
化
、
低
賃
金
化
を
伴
う
、
こ
と
を
み
て
い
る
（
論
文
⑧
三
一
｜
三
二
ペ
ー
ジ
）。
労
働
移
転
す
な
わ
ち
対
人
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
化
傾
向
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
分
野
で
は
か
な
り
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
低
生
産
性
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
価
格
の
上
昇
率
は
物
財
価
格
よ
り
も
大
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｊ
・
ガ
ー
シ
ュ
ニ
ィ
は
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
は
機
器
プ
ラ
ス
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
（
家
庭
内
労
働
）
で
置
き
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
、
と
予
測
し
た
（
同
、『
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
経
済
の
?５
?
到
来
』（
一
九
七
八
年
）
。
そ
し
て
、
Ｊ
・
ガ
ー
シ
ュ
ニ
ィ
『
現
代
の
サ
ー
ビ
ス
?６
?
経
済
』（
一
九
八
三
年
）
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
西
欧
諸
国
で
は
、
イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
な
か
で
、
家
計
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
消
費
比
率
が
む
し
ろ
低
下
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
注
?４
?N
.
Y
.
G
lazer,
W
om
ens P
aid and U
npaid L
abor:
T
he W
ork T
ransfer in H
ealth C
are and R
etailing.
T
em
ple
 
U
niversity P
ress.1993.
?５
?J.G
ershuny,A
fter Industrial Society?
L
ondon,1978.
?６
?J.G
ershuny
&
I.M
iles,T
he N
ew Service E
conom
y.L
ondon.1983.
阿
部
真
也
訳
『
現
代
の
サ
ー
ビ
ス
経
済
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
）。
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第
三
節
鈴
木
説
の
問
題
点
?１
?
人
間
を
労
働
対
象
・
原
料
と
み
な
す
説
の
誤
り
Ｎ
・
グ
レ
イ
ザ
ー
は
、
接
客
労
働
で
は
顧
客
、
ユ
ー
ザ
ー
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
労
働
者
の
労
働
対
象
と
な
り
、
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
は
、
接
客
労
働
で
は
人
び
と
が
労
働
過
程
の
原
料
に
な
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
接
客
労
働
の
労
働
過
程
へ
の
参
加
者
の
関
係
が
、
製
造
業
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
管
理
者
（
雇
主
）
と
労
働
者
の
二
極
関
係
で
は
な
く
、
顧
客
が
付
け
加
わ
っ
た
管
理
者
、
労
働
者
、
顧
客
の
三
極
関
係
に
な
る
と
い
う
主
張
は
、
接
客
労
働
者
が
そ
の
労
働
過
程
に
お
い
て
そ
の
顧
客
と
直
接
向
き
合
い
、
労
働
者
と
顧
客
の
相
互
行
為
（interaction
）が
行
わ
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
グ
レ
イ
ザ
ー
、
ラ
イ
ド
ナ
ー
は
、
接
客
労
働
過
程
で
は
顧
客
が
労
働
対
象
と
な
り
原
料
に
な
る
、
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
鈴
木
氏
じ
し
ん
も
こ
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
う
え
で
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
論
文
⑤
の
序
で
明
言
す
る
。「
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
独
自
性
は
、
製
造
業
な
ど
の
生
産
労
働
の
ば
あ
い
と
は
異
な
っ
て
、
顧
客
が
労
働
対
象
と
な
る
点
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
統
制
構
造
は
、
管
理
者
と
労
働
者
と
の
二
極
的
統
制
構
造
で
は
な
く
、
こ
の
二
者
に
顧
客
が
つ
け
く
わ
わ
っ
た
三
極
的
統
制
構
造
と
な
る
」（
論
文
⑤
、
一
ペ
ー
ジ
）。
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
に
お
い
て
顧
客
が
労
働
対
象
あ
る
い
は
原
料
に
な
る
と
い
う
主
張
は
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
‖
労
働
力
そ
の
も
の
を
生
産
す
る
と
説
く
斎
藤
重
雄
氏
ら
の
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
生
産
説
」
と
同
一
の
も
の
と
な
る
。
本
誌
四
三
巻
二
号
の
拙
論
で
み
た
よ
う
に
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
力
と
い
う
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
（
生
産
物
の
主
要
実
体
す
な
わ
ち
原
料
）
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
労
働
力
は
生
活
資
料
（
物
財
プ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
の
消
費
に
よ
っ
て
生
産
・
再
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
生
活
資
料
の
価
値
と
し
て
実
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
労
働
力
は
生
産
物
で
は
な
く
、
資
本
関
係
の
も
と
で
擬
制
的
な
商
品
と
な
る
の
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
が
う
み
だ
す
の
は
サ
ー
ビ
ス
（
無
形
生
産
物
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
人
間
は
消
費
者
で
あ
っ
て
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佐賀大学経済論集 第43巻第５号
労
働
対
象
で
は
な
い
。
新
た
な
生
産
物
へ
素
材
・
価
値
両
面
で
移
転
さ
れ
る
と
い
う
の
が
「
労
働
対
象
」
の
定
義
で
あ
り
、
労
働
が
働
き
か
け
る
対
象
が
す
べ
て
労
働
対
象
で
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
対
象
と
な
る
人
間
は
、
そ
れ
が
う
み
だ
す
サ
ー
ビ
ス
（
非
有
形
的
生
産
物
）
の
原
料
・
物
質
的
基
体
・
自
然
素
材
す
な
わ
ち
労
働
対
象
で
は
な
い
。
労
働
力
は
生
産
物
で
は
な
い
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
顧
客
は
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
対
象
・
原
料
で
は
な
い
。
長
田
浩
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
体
系
』（
新
評
論
、
一
九
八
九
年
）
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
の
詳
細
な
検
討
を
試
み
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
が
働
き
か
け
る
顧
客
を
「
サ
ー
ビ
ス
対
象
」
と
呼
ん
で
い
る
（
同
、
二
章
一
節
）。
『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
で
は
、
使
用
価
値
は
有
用
労
働
の
結
果
た
る
有
用
効
果
と
自
然
素
材
の
結
合
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
素
材
‖
原
料
を
前
提
と
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
は
有
用
効
果
そ
の
も
の
が
使
用
価
値
に
な
る
と
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
物
質
的
生
産
は
自
然
を
対
象
と
し
、
自
然
素
材
‖
物
質
的
基
体
‖
生
産
物
の
主
要
材
料（
実
体
?‖
原
料
と
有
用
効
果
が
結
合
し
て
物
質
的
財
貨
が
う
み
だ
さ
れ
る
。（
拙
著
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
序
説
』
六
章
二
節
、『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』
八
章
三
節
、
を
参
照
）。?２
?
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
の
不
整
合
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
に
お
い
て
顧
客
が
労
働
対
象
あ
る
い
は
原
料
に
な
る
と
い
う
主
張
は
、
労
働
力
を
実
在
の
生
産
物
さ
ら
に
商
品
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
こ
の
主
張
を
受
け
入
れ
て
氏
の
接
客
労
働
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
鈴
木
氏
じ
し
ん
が
以
前
の
著
作
で
強
調
し
た
「
労
働
力
商
品
は
擬
制
的
商
品
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
、
鈴
木
氏
の
第
一
の
問
題
点
と
な
る
。
鈴
木
和
雄
氏
は
最
初
の
著
書
『
労
働
力
商
品
の
解
読
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
九
年
）
で
、
労
働
力
は
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
も
と
で
擬
制
的
商
品
と
な
る
の
で
あ
っ
て
生
産
物
で
も
な
い
と
の
立
場
を
明
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
労
働
力
商
品
を
実
在
的
取
引
対
接客サービス労働の労働過程
135
象
と
す
る
理
解
を
退
け
て
、
こ
れ
を
擬
制
的
商
品
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
、
…
…
雇
用
契
約
の
後
に
も
先
に
も
労
働
力
な
る
実
在
物
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
生
産
過
程
に
存
在
す
る
の
は
資
本
家
か
ら
命
令
を
受
け
と
っ
て
監
督
さ
れ
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
従
属
労
働
を
行
な
う
こ
と
を
予
定
さ
れ
た
労
働
者
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
る
、
し
た
が
っ
て
生
産
過
程
の
な
か
に
は
価
値
を
も
っ
た
労
働
力
な
る
実
在
物
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
る
」（
同
、
二
二
九
ペ
ー
ジ
）。
労
働
力
商
品
擬
制
説
に
た
つ
鈴
木
氏
は
さ
ら
に
、
そ
の
取
引
は
売
買
と
し
て
で
は
な
く
、
賃
貸
借
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
、
と
み
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
労
働
力
の
売
買
が
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
擬
制
的
な
枠
組
み
だ
と
す
る
と
、
こ
の
分
析
枠
組
み
に
は
当
然
に
無
理
が
現
れ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
取
引
過
程
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
無
理
は
、
人
間
の
う
ち
に
存
在
す
る
労
働
能
力
が
モ
ノ
と
し
て
の
取
引
形
式
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
、
と
い
う
点
に
現
れ
て
く
る
。
…
…
労
働
力
が
労
働
者
の
身
体
か
ら
分
離
し
え
な
い
た
め
に
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
に
お
い
て
、
モ
ノ
に
お
け
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
奴
隷
の
売
買
に
お
け
る
よ
う
に
、
労
働
者
の
身
体
か
ら
独
立
し
た
、
労
働
力
に
対
す
る
?
所
有
権
?
や
こ
の
所
有
権
の
移
転
を
設
定
し
え
な
い
」（
同
、
一
二
八
｜
一
二
九
ペ
ー
ジ
）。
鈴
木
氏
の
こ
の
著
作
の
結
語
で
は
、「
労
働
力
の
売
買
は
、
労
働
力
が
実
際
に
取
引
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
資
本
に
よ
る
生
産
過
程
に
お
け
る
労
働
者
統
制
機
構
に
よ
っ
て
、労
働
の
売
買
と
し
て
実
在
す
る
労
務
取
引
形
式
が
変
容
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
労
働
力
は
生
産
物
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
人
間
は
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
対
象
で
は
な
く
、
原
料
で
も
な
い
。
鈴
木
氏
が
依
拠
す
る
労
働
力
商
品
擬
制
説
と
Ｎ
・
グ
レ
イ
ザ
ー
、
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
の
「
接
客
労
働
三
極
関
係
論
」
は
両
立
不
可
能
で
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
金
子
ハ
ル
オ
『
サ
ー
ビ
ス
論
研
究
』（
創
風
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、
斎
藤
重
雄
氏
と
同
様
に
「
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
生
産
説
」
に
た
ち
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
の
消
費
行
為
を
媒
介
に
し
て
労
働
力
に
結
実
化
・
対
象
化
さ
れ
る
と
と
ら
え
る
櫛
田
豊
氏
の
説
を
、
結
局
は
消
費
‖
労
働
力
価
値
形
成
説
に
帰
着
す
る
と
評
し
、
人
間
の
個
人
的
消
費
過
程
を
人
間
が
直
接
に
労
働
力
を
生
産
す
る
生
産
過
程
と
と
り
ち
が
え
て
い
る
、
と
批
判
し
て
い
る（
同
、
第
三
章
五
、
第
六
章
）。
櫛
田
豊
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氏
の
説
は
、『
サ
ー
ビ
ス
と
労
働
力
の
生
産
』（
創
風
社
、
二
〇
〇
三
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
櫛
田
氏
の
こ
の
著
作
へ
の
書
評
を
私
は
、
本
誌
三
六
巻
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
に
発
表
し
て
い
る
。
?３
?
対
人
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
零
細
自
営
業
が
多
い
鈴
木
氏
の
労
働
過
程
論
研
究
は
現
代
の
大
企
業
職
場
で
の
労
働
者
統
制
、
労
務
管
理
、
労
使
関
係
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
り
わ
け
対
人
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
む
し
ろ
小
企
業
・
自
営
業
が
主
流
で
あ
る
。
と
り
わ
け
理
容
、
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
民
宿
、
習
い
ご
と
教
室
、
料
理
業
な
ど
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
で
は
零
細
自
営
業
が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
ら
業
種
は
資
格
取
得
・
専
門
的
知
識
技
術
の
修
得
を
も
と
に
少
資
本
・
少
人
数
で
開
業
可
能
で
あ
り
、
そ
の
従
業
員
は
独
立
開
業
志
向
が
強
い
。
こ
れ
ら
零
細
事
業
所
で
雇
わ
れ
て
働
い
て
い
る
人
（
接
客
労
働
者
）
の
意
識
は
「
労
働
者
と
自
営
業
主
」
の
境
界
線
上
に
あ
り
、
労
使
関
係
論
だ
け
で
は
分
析
で
き
な
い
。
東
京
都
立
労
働
研
究
所
『
第
三
次
産
業
に
お
け
る
雇
用
お
よ
び
就
業
構
造
（
そ
の
二
）』（
一
九
八
三
年
）
は
、
独
立
開
業
が
多
い
美
容
業
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
対
象
に
、
従
業
員
の
特
質
、
労
働
条
件
、
独
立
開
業
へ
の
道
を
調
査
し
て
い
る
。
接
客
労
働
の
分
野
で
大
企
業
が
主
流
で
あ
る
の
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
大
型
ホ
テ
ル
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
?拙
著
『
経
済
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』第
六
章
、
九
大
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
を
参
照
）。
生
活
関
連
小
零
細
サ
ー
ビ
ス
業
を
分
析
し
た
木
村
吾
郎『
現
代
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
』?新
評
論
、
一
九
八
一
年
）は
、
そ
の
経
営
改
善
の
た
め
に
は
過
当
競
争
状
態
と
低
生
産
性
の
打
破
が
必
要
で
あ
る
と
説
き
、
具
体
的
に
は
資
格
取
得
の
厳
格
化
と
業
界
の
団
体
活
動
強
化
に
よ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
強
調
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
が
い
う
接
客
労
働
・
感
情
労
働
の
改
善
に
は
、
労
使
関
係
や
三
極
構
造
よ
り
も
、
そ
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
小
零
細
業
者
の
経
営
改
善
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
ば
あ
い
、
生
産
と
消
費
の
同
時
性
と
い
う
接
客
労
働
の
特
性
か
ら
し
て
、
業
者
と
顧
客
の
相
互
行
為
（Interaction
）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
の
業
界
構
造
を
解
明
し
た
著
作
と
し
て
は
、
国
民
金
融
公
庫
『
日
本
の
中
接客サービス労働の労働過程
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小
サ
ー
ビ
ス
産
業
』
第
四
巻
（
中
小
企
業
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
長
期
不
況
、
産
業
空
洞
化
の
な
か
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
開
業
・
起
業
に
よ
る
雇
用
吸
収
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
都
商
工
指
導
所
『
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
業
化
戦
略
』（
一
九
九
八
年
）
は
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
在
宅
介
護
、
代
行
サ
ー
ビ
ス
、
衣
服
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
食
材
宅
配
の
六
業
種
に
つ
い
て
事
業
化
戦
略
を
示
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
特
質
は
生
産
と
消
費
が
時
間
的
・
場
所
的
に
一
致
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
で
は
、
そ
の
供
給
者
と
消
費
者
が
直
接
向
き
合
い
、
あ
る
い
は
消
費
者
じ
し
ん
が
労
働
過
程
に
参
加
す
る
。
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て
は
そ
の
供
給
者
と
消
費
者
と
の
対
話
、
相
互
行
為
が
労
働
過
程
に
お
い
て
直
接
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
製
造
業
で
は
生
産
過
程
と
消
費
過
程
は
分
離
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者
と
消
費
者
が
労
働
過
程
に
お
い
て
直
接
向
き
合
う
こ
と
は
な
い
。
だ
が
消
費
者
の
要
求
の
吸
収
は
製
造
業
分
野
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
そ
れ
が
労
働
過
程
に
お
い
て
直
接
に
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
藤
本
隆
宏
編
『
も
の
づ
く
り
経
営
学
』（
二
〇
〇
七
年
、
光
文
社
）
第
一
部
第
五
章
「
製
品
開
発
能
力
と
顧
客
知
識
の
活
用
」
?安
本
雅
典
氏
担
当
）
で
は
、
顧
客
知
識
の
流
れ
を
も
の
づ
く
り
に
取
り
込
む
こ
と
が
「
よ
り
広
義
の
も
の
づ
く
り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
和
雄
氏
は
、
接
客
労
働
の
特
性
か
ら
消
費
者
と
の
連
携
に
よ
る
管
理
者
へ
の
抵
抗
の
可
能
性
を
説
い
て
い
る（
鈴
木
論
文
?
八
六
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
接
客
労
働
に
か
ぎ
ら
ず
製
造
業
分
野
で
も
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
?４
?
社
会
的
再
生
産
と
階
級
関
係
の
視
点
以
上
の
と
お
り
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
鈴
木
氏
の
諸
論
稿
は
、
労
働
者
統
制
・
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
独
自
性
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
氏
の
研
究
は
職
場
・
企
業
の
な
か
で
の
労
使
関
係
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
経
済
社
会
全
体
の
な
か
で
サ
ー
ビ
ス
部
門
・
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
独
自
性
を
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
は
み
ら
れ
な
い
。
今
か
ら
半
世
紀
前
に
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は
、
経
済
成
長
・
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
精
神
的
労
働
（
頭
脳
労
働
）
の
比
重
増
大
を
背
景
に
大
衆
社
会
論
・
新
中
間
層
理
論
が
登
場
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
批
判
を
代
表
す
る
も
の
は
芝
田
進
午
『
現
代
の
精
神
的
労
働
』（
三
一
書
房
、
一
九
六
一
年
、
増
補
版
一
九
六
九
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
課
題
は
、「
知
的
労
働
者
が
労
働
者
階
級
に
属
す
る
と
い
う
普
遍
性
を
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
労
働
者
な
の
か
と
い
う
特
殊
性
を
具
体
的
に
分
析
し
、
社
会
的
再
生
産
過
程
や
階
級
関
係
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
彼
ら
の
労
働
の
諸
形
態
の
特
殊
性
を
将
来
へ
の
展
望
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
」
?同
、
一
四
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
発
表
さ
れ
た
芝
田
進
午
『
人
間
性
と
人
格
の
理
論
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）
は
、
マ
ル
ク
ス
の
労
働
過
程
論
に
も
と
づ
き
、
人
間
性
と
人
格
の
形
成
・
疎
外
・
解
放
の
一
般
的
過
程
を
歴
史
的
・
論
理
的
に
追
究
し
た
古
典
的
著
作
で
あ
っ
た
。
芝
田
氏
の
精
神
的
労
働
論
は
マ
ル
ク
ス
の
労
働
過
程
論
を
土
台
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
各
論
は
同
氏
が
責
任
編
集
さ
れ
た
『
教
育
労
働
の
理
論
』
?青
木
書
店
、
一
九
七
五
年
）、『
医
療
労
働
の
理
論
』
?青
木
書
店
、
一
九
七
六
年
）、『
公
務
労
働
の
理
論
』
?青
木
書
店
、
一
九
七
七
年
）、『
芸
術
的
労
働
の
理
論
』
上
｜
下
?青
木
書
店
、
一
九
八
三
年
、
八
四
年
）
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
芝
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
労
働
論
の
研
究
に
お
い
て
は
労
働
過
程
を
土
台
と
し
つ
つ
、
社
会
的
再
生
産
と
階
級
関
係
の
分
析
視
点
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
。
鈴
木
氏
が
論
じ
る
接
客
労
働
の
担
い
手
は
階
級
規
定
か
ら
み
れ
ば
、「
労
働
者
と
自
営
業
者
の
境
界
線
」に
あ
り
、
そ
の
分
析
に
は
労
使
関
係
論
だ
け
で
な
く
中
小
企
業
・
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
論
の
視
点
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
異
種
混
成
産
業
で
あ
り
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
そ
の
役
割
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
生
産
と
消
費
の
同
時
性
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
労
働
過
程
の
特
性
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
「
三
極
関
係
」
を
手
掛
り
に
、
直
ち
に
顧
客
と
の
連
携
に
よ
る
接
客
労
働
者
の
管
理
者
へ
の
抵
抗
の
可
能
性
を
説
く
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
芝
田
進
午
氏
の
精
神
的
労
働
論
各
論
で
は
、
教
育
、
医
療
、
公
務
、
文
化
へ
の
国
民
諸
要
求
と
そ
れ
を
担
う
労
働
者
と
の
連
携
、
す
な
わ
ち
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
た
精
神
的
労
働
者
と
国
民
の
連
携
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
接客サービス労働の労働過程
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社
会
的
再
生
産
の
進
行
に
と
っ
て
必
要
か
不
必
要
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
区
分
、
す
な
わ
ち
再
生
産
的
部
門
と
非
再
生
産
的
部
門
の
区
分
を
、
マ
ル
ク
ス
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
な
か
で
節
欲
を
説
く
Ａ
・
ス
ミ
ス
と
浪
費
の
必
要
を
説
く
マ
ル
サ
ス
と
の
対
比
、
前
者
の
積
極
的
評
価
を
通
し
て
導
き
出
し
て
い
る
。
社
会
的
再
生
産
過
程
か
ら
脱
落
す
る
活
動
‖
非
再
生
産
的
活
動
を
不
生
産
的
と
す
る
規
定
は
、
現
代
資
本
主
義
の
腐
朽
性
・
浪
費
性
を
批
判
す
る
基
準
と
し
て
有
効
で
あ
る
（
拙
著
『
生
産
的
労
働
と
第
三
次
産
業
』
第
二
章
、
一
九
七
八
年
、
青
木
書
店
を
参
照
）。
そ
れ
に
該
当
す
る
分
野
で
は
国
民
と
連
携
し
た
再
生
産
的
活
動
へ
の
転
換
が
課
題
と
な
ろ
う
。
第
四
節
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
な
か
で
の
議
論
?１
?
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
鈴
木
氏
の
諸
論
稿
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
分
野
で
展
開
さ
れ
た
生
産
労
働
と
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
特
殊
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
紹
介
さ
れ
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
米
国
で
は
こ
の
議
論
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
し
て
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
を
最
初
に
わ
が
国
に
紹
介
し
た
の
は
、
浅
井
慶
三
郎
・
清
水
滋
『
サ
ー
ビ
ス
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』（
同
文
館
、
一
九
八
五
年
）
で
あ
り
、
そ
の
第
一
部
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
定
義
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
要
員
管
理
、
顧
客
管
理
に
つ
い
て
の
議
論
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
浅
井
慶
三
郎『
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
』（
同
文
館
、
一
九
八
九
年
）
は
、
Ｋ
・
ブ
ロ
ウ
、
Ｃ
・
ラ
ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｗ
・
サ
ッ
サ
ー
、
Ｒ
・
ジ
ャ
ッ
ド
、
Ｇ
・
シ
ョ
ス
タ
ッ
ク
ら
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
文
献
を
中
心
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
満
足
・
設
計
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
浅
井
慶
三
郎
『
サ
ー
ビ
ス
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』（
同
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
は
顧
客
側
も
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
担
当
し
参
加
す
る
の
で
あ
り
、
た
ん
な
る
消
費
者
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
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佐賀大学経済論集 第43巻第５号
グ
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
と
説
く
。
社
会
学
の
分
野
で
Ｓ
・
ベ
ン
ソ
ン
、
Ｒ
・
ラ
イ
ド
ナ
ー
ら
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
接
客
労
働
の
三
極
関
係
論
」
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
Ｍ
・
ビ
ン
タ
ー
、
Ｃ
・
グ
リ
ョ
ン
ル
ー
ス
、
Ｐ
・
コ
ト
ラ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
「
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
従
来
、
企
業
と
顧
客
の
関
係
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
物
財
と
異
な
り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
は
、
消
費
者
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
三
つ
が
連
携
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
成
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
白
井
義
男
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
同
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
第
二
章
三
節
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
米
国
で
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
代
表
的
な
入
門
書
と
さ
れ
て
い
るR
.
F
isk,
S.
G
rove,
Interactive Services
 
M
arketing.2004
（
小
川
孔
輔
訳
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
な
特
性
は
、
無
形
性
、
同
時
性
、
異
質
性
、
消
滅
性
で
あ
る
。
無
形
性
す
な
わ
ち
物
の
形
を
と
ら
ぬ
こ
と
か
ら
、
生
産
と
消
費
は
同
時
と
な
り
瞬
時
に
消
滅
す
る
。
ま
た
同
質
化
は
困
難
で
あ
る
。
生
産
と
消
費
の
同
時
性
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
消
費
者
は
直
接
向
き
合
い
双
方
向
的
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
、
顧
客
、
従
業
員
の
三
極
関
係
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
必
然
と
な
る
。
?２
?
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｒ
・
フ
ィ
ス
ク
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
』
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
双
方
向
性
が
強
調
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
状
況
の
分
析
に
劇
場
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
橋
昭
一
・
渡
辺
朗『
サ
ー
ビ
ス
と
観
光
の
経
営
学
』（
同
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
Ｅ
・
ラ
ン
ギ
ア
ー
ド
ら
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
工
場
で
の
生
産
活
動
に
な
ぞ
ら
え
て
と
ら
え
る
サ
ー
バ
ク
シ
ョ
ン
論
（service
＋production
↓servuction
）
を
展
開
し
、
九
〇
年
代
に
Ｓ
・
グ
ロ
ー
ブ
ら
は
サ
ー
ビ
ス
活
動
‖
劇
場
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
劇
場
モ
デ
ル
は
医
療
関
係
、
旅
客
航
空
関
係
、
美
容
関
係
な
ど
顧
客
と
の
直
接
的
接
触
度
が
強
い
も
の
接客サービス労働の労働過程
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で
、
最
も
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
が
と
り
あ
げ
た
米
国
の
労
働
社
会
学
分
野
の
文
献
で
は
、
従
業
員
へ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
サ
ー
バ
ク
シ
ョ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
の
劇
場
ア
プ
ロ
ー
チ
、
真
実
?１
?
の
瞬
間
、
フ
ロ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、
待
ち
行
列
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
で
用
い
ら
れ
?２
?
る
術
語
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
し
か
し
、
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
の
文
献
の
な
か
に
、
鈴
木
氏
が
と
り
あ
げ
た
接
客
労
働
を
論
じ
た
社
会
学
の
文
献
・
論
文
は
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
学
問
分
野
の
ち
が
い
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
米
国
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
を
代
表
す
る
著
作
と
し
て
は
、C
h.
L
ovelock,
P
rinciples of Service
 
M
arketing and M
anagem
ent.1999.
小
宮
路
雅
博
監
訳
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
原
理
』（
二
〇
〇
二
年
、
白
桃
書
房
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
欧
州
で
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
の
到
達
点
を
示
す
著
作
と
し
て
は
、
Ｂ
・
ロ
ー
イ
、
Ｐ
・
ゲ
ン
メ
ル
編
、
白
井
義
男
監
訳
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
ピ
ア
ソ
ン
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
注
?１
?
Ｊ
・
カ
ー
ル
ゾ
ン
、
堤
猶
二
訳
『
真
実
の
瞬
間
』（
一
九
九
〇
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
を
参
照
。
?２
?
拙
論
「
サ
ー
ビ
ス
経
済
学
か
ら
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
」、
本
誌
四
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
〔
追
記
〕
本
誌
四
二
巻
六
号
、
四
三
巻
二
号
の
拙
論
で
み
た
よ
う
に
、
斎
藤
重
雄
氏
、
森
田
成
也
氏
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
で
は
人
間
が
労
働
対
象
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
労
働
力
が
生
産
さ
れ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
鈴
木
和
雄
氏
ら
に
よ
る
接
客
サ
ー
ビ
ス
労
働
三
極
関
係
論
も
、
人
間
が
労
働
対
象
と
な
る
こ
と
に
接
客
労
働
の
特
性
を
求
め
て
い
る
。
だ
が
、
労
働
力
は
生
産
物
で
は
な
く
資
本
関
係
の
も
と
で
擬
制
的
商
品
に
な
る
と
み
る
通
説
的
理
解
に
よ
れ
ば
、
人
間
を
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
労
働
対
象
と
み
る
説
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
斎
藤
氏
・
森
田
氏
・
鈴
木
氏
ら
の
新
説
提
唱
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
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を
め
ぐ
る
論
争
は
、
労
働
過
程
論
次
元
で
も
不
可
避
と
な
ろ
う
。
本
誌
四
三
巻
二
号
の
拙
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
昭
和
三
〇
年
代
の
生
産
的
労
働
論
争
か
ら
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
の
価
値
形
成
労
働
論
争
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
労
働
過
程
特
性
の
検
討
は
最
後
ま
で
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
私
は
、『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
序
説
』（
九
大
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
で
、
生
産
的
労
働
規
定
に
つ
い
て
の
私
見
と
唯
物
史
観
、
価
値
論
、
再
生
産
論
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
位
置
を
提
示
し
た
の
ち
、『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』
第
八
章
（
同
文
館
、
一
九
九
三
年
）
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
物
質
的
生
産
部
門
・
流
通
部
門
と
の
対
比
に
お
い
て
提
示
し
た
。
斎
藤
・
森
田
・
鈴
木
三
氏
の
新
説
提
唱
は
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
を
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
労
働
過
程
論
の
次
元
で
も
深
め
て
ゆ
く
契
機
と
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
見
の
強
調
点
の
み
を
追
記
と
し
て
示
し
て
お
く
。
労
働
過
程
を
構
成
す
る
労
働
対
象
と
は
、
労
働
過
程
の
結
果
と
し
て
う
み
だ
さ
れ
る
生
産
物
の
主
要
実
体
・
素
材
‖
原
料
あ
る
い
は
生
産
物
形
成
に
役
立
つ
補
助
材
料
の
こ
と
で
あ
る
（『
資
本
論
』
第
一
巻
三
篇
五
章
、
第
一
節
「
労
働
過
程
」）。
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
と
な
る
人
間
そ
の
も
の
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
実
体
・
素
材
‖
原
料
あ
る
い
は
補
助
材
料
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
人
間
は
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
で
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
労
働
対
象
で
は
な
い
。
資
本
循
環
範
式G
｜W
…P
…W
’
｜G
’
の
第
一
段
階
（G
｜W
）
で
は
、
労
働
力
と
生
産
手
段
（
労
働
対
象
と
労
働
手
段
）
が
購
入
さ
れ
、
貨
幣
資
本
が
生
産
資
本
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
と
な
る
人
間
が
労
働
対
象
と
し
て
購
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
は
、
資
本
循
環
の
第
二
段
階
（
生
産
段
階
）
と
第
三
段
階
（
販
売
段
階
）
が
同
時
と
な
り
、
そ
の
範
式
はG
｜W
…P
｜G
’
（『
資
本
論
』
二
巻
一
篇
一
章
「
貨
幣
資
本
の
循
環
」
第
四
節
「
循
環
の
総
体
」）
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
人
間
が
登
場
す
る
の
は
、
そ
の
生
産
‖
販
売
段
階
（
…P
｜G
’
）
で
あ
り
、
労
働
者
と
顧
客
のinteraction
（
相
互
行
為
、
双
方
向
的
行
為
）
は
こ
の
局
面
で
生
ず
る
の
で
あ
る
。
『
資
本
論
』
一
巻
一
篇
一
章
第
二
節
「
商
品
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
労
働
の
二
重
の
性
格
」
で
は
、
使
用
価
値
の
生
産
は
自
然
素
材
（
物
質
的
基
体
）
と
有
用
効
果
（
有
用
労
働
の
結
果
）
の
結
合
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
然
を
対
象
と
せ
ず
自
然
素
材
が
存
在
し
接客サービス労働の労働過程
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な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ば
あ
い
は
有
用
効
果
そ
の
も
の
が
使
用
価
値
（
生
産
物
）
に
な
る
と
の
理
解
が
可
能
に
な
る
、
と
私
は
?
え
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
非
有
形
的
な
生
産
物
（
有
用
効
果
）
を
う
み
だ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
労
働
過
程
に
生
産
物
の
自
然
素
材
‖
原
料
は
存
在
し
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
労
働
対
象
と
し
て
機
能
す
る
も
の
は
補
助
材
料
す
な
わ
ち
照
明
、
燃
料
、
動
力
、
精
神
的
生
産
活
動
の
媒
体
な
ど
で
あ
る
。
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